
令和　６年　５月３０日

応用地質（株）長野営業所

長野市大字栗田２１４２

令和６年度千曲川管内地質調査業務

千曲川河川事務所管内

地質調査業務

履 行 期 間 (自) 令和　６年　４月　１日

履 行 期 間 (至) 令和　７年　３月３１日

　２１，４９４，０００円（税込み）

＋　２，９９２，０００円（税込み）

　２４，４８６，０００円（税込み）

令和６年４月より適用する「設計業務等標準歩掛等」に係る請負代金額の変更
のため。

変 更 前 の 契 約 金 額

契 約 業 者 の 住 所

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

業 務 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

管内地質調査　一式

業 種 区 分

業 務 場 所

（第1回）契約変更の内容

業 務 の 名 称



令和　７年　３月２５日

応用地質（株）長野営業所

長野市大字栗田２１４２

令和６年度千曲川管内地質調査業務

千曲川河川事務所管内

地質調査業務

履 行 期 間 (自) 令和　６年　４月　１日

履 行 期 間 (至) 令和　７年　３月３１日

　　２４，４８６，０００円（税込み）

＋　６９，０２５，０００円（税込み）

　　９３，５１１，０００円（税込み）

別紙のとおり

変 更 前 の 契 約 金 額

契 約 業 者 の 住 所

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

変 更 金 額

業 務 概 要

（変更した内容について
記述する）

契 約 業 者 名

契 約 変 更 年 月 日

管内地質調査　一式

業 種 区 分

業 務 場 所

（第2回）契約変更の内容

業 務 の 名 称



変更契約の内容別紙

6. 増額変更理由（主たる増工箇所 直工で記載）

■覆土変状調査

　粘り強い堤防強化工事区間において、堤防護岸の覆土部が雨水による変状が発生し、覆土変状の一部では堤内地

側への土砂流出などによる地域活動への影響が懸念されるなど、早急な対策が必要となった。覆土変状の素因とし

て、被災直後の現地状況の把握は非常に重要であり、令和６年４月９日の変状発生直後から現地調査が可能な本業

務にて実施するもの。

■大町ダム地質調査 

　令和７年度より実施する大町ダムの貯水池運用変更に伴い、ダム操作により地すべり性移動の懸念がある２箇所

について、国総研・土研都の協議により、地下水位変動及び斜面の移動状況把握を実施するよう指導を受けたこと

から、ため洪水期（令和６年６月）までに該当する斜面に各機器を設置し観測体制を構築する必要があることから

、別途発注から現地着手までの期間等をふまえ、本業務にて実施するもの。

変　更　理　由
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